●　災害の歴史（全国・長野県そして諏訪湖）
[image: image1.jpg][ T "
BABEEA A K| 3IBw | 2.53m
|maaE 7R K k| e 2.00
BHSTES R SBI0% | 137 L7
BRsTRO R SRISS | 17 198
Bosew 9 B GMI0S | 206 20 |
[ 1.97





■　災害に見舞われやすい国土
日本は、国土の約７割が山地であり、わずか１０％の沖積平野に人口の５０％と資産の７５％が集中しています。このため、ひとたび大災害に見舞われたときには、極めて大きな被害が発生する可能性があります。また、ぜい弱な（もろい）地質が多く、かつ、集中的な豪雨等に頻繁に見舞われやすいため、山・がけ崩れ、土石流、地すべり等の土砂災害が発生しやすい特徴があります。

日本の気象は、太平洋とユーラシア大陸の２つの気団の影響を直接受け、極めて変化に富んでいます。６月上旬から７月中旬にかけて北方のオホーツク海高気圧と南方の小笠原高気圧との間に前線が発生し、日本付近に停滞し、多量の降雨をもたらします。特に、梅雨末期には前線活動が活発となり、たびたび集中的な豪雨が降ります。また、７月から１０月の間には、南方で発生した台風が来襲し、暴風をもたらします。冬期には、シベリア大陸の高気圧が発達し、日本海上を通過する際に多量の水分を吸収した強い寒気が我が国の上空に流れ込み、これが北アルプスなどの山脈の影響を受けて日本海側に毎年多量の降雪をもたらします。数年に１度は豪雪となり、大きな被害を発生させています。

日本は環太平洋地震帯に位置し、地殻変動が激しく、地震・火山活動が活発です。我が国の陸地と近海大陸棚の面積は約６５万平方キロメートルで地球表面積の０．１％に過ぎませんが、ここから放出される地震エネルギーは、地球全体のそれの約１割を占めています。我が国においては、マグニチュード（Ｍ）８クラスの大規模な地震が１０年に１回、Ｍ７クラスの地震が年に１回程度の割合で発生しています。また、四方を海に囲まれ、海岸線も複雑であることから、地震の際の津波による被害も発生しやすい状況です。さらに、日本には活火山が７７あり、これは現在知られている世界の活火山約８００の約１割に当たります。平均してみると毎年約５火山が噴火しています。（Ａ）
※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。

■　長野県の現状
長野県は「日本の屋根」とも呼ばれ、３，０００ｍ級の山々に四方を囲まれていて、これら急峻な山地に源を発した河川は、山岳地形を深く刻みながら流れ下り、美しい自然を作り出していますが、一方、急勾配で縦横の浸食が大きく、加えて急峻な地形とぜい弱な（もろい）地質のため、流出土砂量が多い特性をもっています。

また、全域的に地質構造は複雑で、断層や破砕帯が多く、また温泉変質を受けた山地も各地にあり、山地崩壊や地すべり災害発生の素因となっています。（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）
〔主な災害〕
◯昭和３４年　伊勢湾台風　全壊１，４０３戸、半壊８，２６９戸、浸水家屋２，２５４戸、死者行方不明者２７名

◯昭和３６年　梅雨前線豪雨　全壊５２３戸、半壊６２１戸、浸水家屋４，７０５戸、死者行方不明者１３７名

◯昭和５７年　台風１８号　全壊３戸、半壊１３戸、浸水家屋５，２３６戸、死者行方不明者２名

◯昭和５８年　台風１０号　全壊５３戸、半壊９２戸、浸水家屋１０，８８１戸、死者行方不明者９名

◯昭和５９年　長野県西部地震　全壊１４戸、半壊７３戸、死者行方不明者２９名

◯昭和６０年　長野市地附山地すべり　全壊５５戸、半壊５戸、死者行方不明者２６名

◯平成　７年　梅雨前線豪雨　全壊４６戸、半壊１０７戸、浸水家屋５９７戸
■　諏訪地域の現状
諏訪地域は、八ヶ岳及び盆地周辺の山間地では急峻な渓流を形成し、諏訪湖に流入する平野部では流れが緩やかになり、対照的な特徴を呈しています。その中間部には扇状地が形成され、上流部から発生する土砂により、天井川となっている河川が見られるため、ひとたび洪水が発生すると氾濫した水が扇状地を拡散するように広がり、大きな被害が発生してきました。また、諏訪湖周辺では、諏訪湖の増水による氾濫及び低地部での中小河川の氾濫により、幾度となく被害を受けてきました。（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）、（Ｈ）

［諏訪地域の昭和の主な災害］

○昭和 9年　室戸台風　死者１名　半壊以上10戸　浸水家屋1,123戸

○昭和19年　東南海地震　戦時中により記録は少ないが諏訪市を中心に甚大な被害

○昭和25年　諏訪湖氾濫による被害甚大

○昭和27年　ダイナ台風災等昭和25・26・27年の災害復旧費2,128万円

○昭和34年　台風15号（伊勢湾台風）　半壊273戸　一部被害1,348戸

○昭和36年　６月集中豪雨　浸水家屋4,310戸

○昭和42年　７月集中豪雨　死者３名　負傷者５名　全壊１戸　半壊１戸　浸水家屋9,980戸

○昭和47年　７月集中豪雨　死者４名　負傷者８名　全壊６戸　半壊28戸　浸水家屋518戸

○昭和57年　台風18号　浸水家屋1,038戸等被災

○昭和58年　台風10号　死者２名　負傷者９名　全壊10戸　半壊11戸　浸水家屋3,211戸
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■　災害の歴史（全国・長野県そして諏訪湖）の参考文献
Ａ：「日本の災害対策」－その現行制度のすべて－：国土庁防災局監修、災害対策制度研究会編著

内容：災害対策現行制度の解説　　　　　保管場所：諏訪建設事務所建設課

Ｂ：「長野県における災害の趨勢（昭和３７年１２月）」：長野県防災会議

内容：災害の状況　　　　保管場所：諏訪建設事務所管理計画課
Ｃ：「長野県の災害と気象」：長野県

内容：災害の状況　　　　保管場所：諏訪建設事務所管理計画課
Ｄ：「平成７年７月長野県北部梅雨前線豪雨災害復旧の記録（平成１０年４月）」：長野県土木部

内容：災害の状況　　　　保管場所：諏訪建設事務所管理計画課

Ｅ：「広域基幹河川改修事業河川整備計画策定業務委託」（（一）十四瀬川　長地（２））：長野県諏訪建設事務所

内容：諏訪圏域河川整備計画資料　　　保管場所：諏訪建設事務所管理計画課

Ｆ：諏訪湖「治水の歴史」　平成１０年３月：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　内容：諏訪湖の治水・浄化及び湖岸環境事業の記録とともに諏訪湖の概要、歴史上の説話を紹介

　保管場所：長野県諏訪建設事務所、諏訪地域の各市町村図書館、小中学校、
G：昭和５８年台風１０号豪雨「災害復興誌」　昭和６３年８月：長野県諏訪市刊

　　　　　内容：諏訪市の昭和５８年１０号災害の被害概要と復旧概要

　　　保管場所：諏訪市、長野県諏訪建設事務所建設課

H：諏訪地方・災害復興の記録（５６災・５７災・５８災）　昭和６３年１２月：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　内容：諏訪地域の５６災・５７災・５８災の被害概要と復旧概要

　　保管場所：長野県諏訪建設事務所建設課
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